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本論は大きく 4部構成をとり、全 8 章と結論から成る。第 I 部「序論」では、第 1 章「研究の目的と方法J につづ









さらに第 6 章「ヤオ族の銅鼓文化に関する分析J において、唐代から清代にいたるまでの銅鼓に関する記述を現代の
フィールドデータと比較して、この楽器に託される社会的機能が時代を超えて継承されていると判断する。
第IV部「ヤオ族の歌掛けを中心とする音楽文化J は、主としてフィールドワークによって収集した声楽曲に焦点を







(分量本文 156 頁 400 字詰原稿用紙換算約 499 枚 付録(写真、地図、楽譜)、参考文献、日中英要旨等 76 頁)
論文審査の結果の要旨
広大な中国には少数民族が多数居住しており、とりわけ南部に密集している。ところが、それらの音楽文化の歴史
や現状はいまだに知られざるまま残されているものが多いので、本研究がその隙聞を埋めるべく基礎的なデータをヤ
オ族の歴史と現在の両面にまたがって示している点で高く評価できる。とくに、短期間とはいえベトナムにも足をの
ばして知見を広めたのは、今後推進すべき隣国同士の連携を示唆している。また、修士論文で、中国音楽史の一端をさ
ぐる文献研究を経験したうえ、博士課程入学後に民族音楽学的フィールドワークの手法を試行する際に、それらの手
法を融合させようと意欲をもって対象に挑戦したことも、母国での当該学問の発展に寄与する可能性を秘めている。
さらに、自身が漢民族出身であることを意識して、従来の漢民族中心的な態度を脱却し文化相対主義の影響を受けな
がら論を進めたことも歓迎される事実である。
しかし、上記のいくつかの研究態度は徹底して本研究で貫かれたとは言い難い。それでも、歴史研究、フィールド
ワーク、文化相対主義的方法実践いずれにおいても、ポストドクトラル研究活動において深める可能性は示されてい
ると判断できるので、学界に対する貢献度の高い本研究の価値を損なうものではない。よって、本論文を博士(文学)
の学位を授与するのに充分な価値を有するものと認定する。
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